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ポストコロナ時代における人口動態と社会変化の見通しに資する研究 

「死亡の市区町村較差に人口の配偶関係構造が及ぼす影響」 
 

研究分担者 菅 桂太 国立社会保障・人口問題研究所 

研究要᪨ 

本✏にࡣおࡶに 2 第一に、「地域人口推計」（国立社会保ࠋる࠶のㄢ題がࡘ

障・人口問題研究所 2024）における将来の生ṧ率௬ᐃ್（市区町村別、⏨

ዪ・年㱋 5 ṓ㝵⣭別生ṧ率）のタᐃをᛕ㢌に、「市区町村別生命表」（ཌ生ປ

ാ┬）の平ᆒᑑ命でみた死亡較差の地理的なࢱࣃーンが大局的・局所的に概

のうえで、第஧のㄢ題としてࡑࠋとを♧すࡇたࡁᏳᐃして時⣔ิ推移してࡡ

死亡の配偶関係較差に着目し、地域差の要ᅉとして地域人口の配偶関係構造

が㔜要なㄝ明力を᭷するࡇとを明らかにしようとするࡶので࠶るࠋ 
分析の結果、人口の配偶関係構造の地域差2019、ࡣ㹼2021 年の市区町村

༢位の平ᆒᑑ命で見た死亡の地域差の⣙ 3分の 1をㄝ明する主要な要ᅉで࠶

るࡇとをࡁ࠶らかにしたࠋ人口の配偶関係構造をᡭがかかࡾに、市区町村ࡸ

すࡲすࡲࡣとࡇロな町長Ꮠ➼の小地域の死亡のᐇ態をゎ明するࢡらに࣑ࡉ

㔜要なㄢ題になࡗているࠋ 
ヲしࡣࡃ別ῧえの論 「ᩥ死亡の市区町村較差に人口の配偶関係構造が及ぼ

す影響」をཧ↷ࡉれたいࠋ 
 

㸿．研究目的 
 本✏にࡣおࡶに 2 第一ࠋる࠶のㄢ題がࡘ

に、「地域人口推計」（国立社会保障・人口

問題研究所 2024）における将来の生ṧ率

௬ᐃ್（市区町村別、⏨ዪ・年㱋 5 ṓ㝵⣭

別生ṧ率）のタᐃをᛕ㢌に、「市区町村別生

命表」（ཌ生ປാ┬）の平ᆒᑑ命でみた死亡

較差の地理的なࢱࣃーンが大局的・局所的

に概ࡡᏳᐃして時⣔ิ推移してࡁたࡇとを

♧すࡑࠋのうえで、第஧のㄢ題として死亡

の配偶関係較差に着目し、地域差の要ᅉと

して地域人口の配偶関係構造が㔜要なㄝ明

力を᭷するࡇとを明らかにしようとするࡶ

ので࠶るࠋ 
 

㹀．研究᪉法 

第一のㄢ題にࡘいて2000、ࡣ 年 10 月㹼

2005 年 9 月から 2015 年 10 月ࠥ2020 年 9
月の⏨ዪ・市区町村別平ᆒᑑ命のホࢵトス

ポࢵト分析をᐇ᪋して、全国的な（大域的

な）死亡の地域較差とྛ都㐨府┴内におけ

るಶ別の（局所的な）市区町村の平ᆒᑑ命

が長ᑑで࠶るのか▷命で࠶るのかに関する

⤫計的な᭷ពᛶとࡑの時⣔ิのᏳᐃᛶを᳨

ウしたࠋとࡃに、死亡の地域差の大域的な

ࡶーンࢱࣃ局所的な、ࡃけでなࡔーンࢱࣃ

どぬ的にᤊえるたࡵ、東京都ᚰ部及び大㜰

都ᚰ部に着目した地図をస成してヲしࡃほ

ᐹしたࠋ 
 第஧のㄢ題にࡘいてࡎࡲ、ࡣホࢵトス

ポࢵト分析の結果、市区町村別平ᆒᑑ命が

長ᑑ/▷命な いࡘࡃかの市区町村の配偶関
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係別人口ࣆラ࣑ࢻࢵをほᐹしたࡑࠋのうえ

で、2019㹼2021 年平ᆒᑑ命࡬の年㱋別配

偶関係๭合の地域差のᐤ与を分ゎしたࡑࠋ

のたࡵ、全国の⏨ዪ・年㱋別配偶関係別死

亡率をᅛᐃする㛫᥋ᶆ‽化のᡭ法を᥼用し

て、地域人口の配偶関係構造のみで変化す

るᶆ‽化平ᆒᑑ命ࡸ、ポ࣡ࢯンᅇᖐࣔࣝࢹ

を᥼用して人口の配偶関係構造とᙜヱ地域

の全⯡的な死亡Ỉ‽の影響を⪃៖⣲኎るᶆ

‽化平ᆒᑑ命を推ᐃした2019ࠋ㹼2020 年

の配偶関係総数の⏨ዪ・年㱋別死亡率に基

れらࡇ、ᐇ⦼の市区町村別平ᆒᑑ命とࡃ࡙

ᶆ‽化平ᆒᑑ命の関係にࡘいてࣃスゎ析を

ᐇ᪋したࠋ 
 
㹁．研究成果 

平ᆒᑑ命の地域差を、ձ人口の配偶関係

構造の地域差のᐤ与、ղᙜヱ地域の全⯡的

な死亡Ỉ‽のᐤ与、ճ配偶関係別死亡率の

年㱋ࢱࣃーンの地域差のᐤ与（配偶関係別

死亡率の年㱋ࢱࣃーンが全国と異なるࡇと

のᐤ与）の 3 ࡶにわけてみると、⏨ዪとࡘ

⣙ 3 分の 1 がձの人口の配偶関係の地域差

のᐤ与、⣙ 3 分の 1 がղの全⯡的な死亡Ỉ

‽の地域差のᐤ与、⣙ 3 分の 1 以上のᅇࡣ

ᖐ分析でࡣㄝ明ࡉれないճの配偶関係別死

亡率の年㱋ࢱࣃーンの地域差のᐤ与と⪃え

られるࡇとがわかࡗたࠋ 
 
㹂．結果の⪃ᐹ 

2019㹼2021 年という㝈ᐃ的な期㛫でࡣ

のの、人口の配偶関係構造の地域差ࡶる࠶

市区町村༢位の平ᆒᑑ命で見た死亡の、ࡣ

地域差の⣙ 3 分の 1 をㄝ明する主要な要ᅉ

で࠶るࡇとをࡁ࠶らかにしたࡇࠋれࡣ、地

域人口の配偶関係構造が、地域死亡研究に

とࡗて㔜要な出ⓎⅬで࠶るࡇとを♧၀するࠋ

市区町村を༢位とする死亡状況のᢕᥱࡣ、

社人研・地域推計にᚲ要、かࡑ、ࡘれ⮬య

に㟂要が࠶るࡲࠋた、JMD の᪉法論で市

区町村༢位の生命表をస成するࡇとがでࡁ

れࡤ 1 月 1 日人口とࣜスࢡ対応ᘏ࡭人年を

ᚓるࡇとがでࡁるたࡵ、ẖ年の市区町村別

TFR 推移➼の⟬出がྍ⬟になるࡇࠋれらを

通じて、死亡研究のみならࡎ出生➼の地域

人口研究を㌍㐍ࡉせるࡉࠋらに、配偶関係

構造᭱ࡣ㏆のコーホート㛫の変化がᛴ㏿で

ᵝを๻的に変えるྍ⬟ᛶࡾ社会の᭷、ࡾ࠶

が࠶るࡶので࠶るࠋ地域人口研究一⯡の㌍

㐍にࡘながる㔜要なㄢ題で࠶るࠋ 
 

 
㹃．結論 

本研究のᐇ᪋によࡾ、地域人口の配偶関

係構造ࡣ市区町村༢位で見た平ᆒᑑ命の地

域差の⣙ 3 分の 1 を༨ࡵる㔜要な要ᅉで࠶

て㔜要な出ⓎⅬでࡗ地域死亡研究にと、ࡾ

Dࠋたࡗとがわかࡇる࠶ ḍにおいて⪃ᐹし

た通ࡾ、地域死亡研究においてᛴ㏿に変化

する配偶関係構造をྲྀࡾ入れるࡇとࡣ、地

域人口研究一⯡の㌍㐍にࡘながる㔜要なㄢ

題で࠶るࡇとがわかࡗたࡇとになるࠋ人口

の配偶関係構造をᡭがかかࡾに、市区町村

ロな町長Ꮠ➼の小地域の死亡ࢡらに࣑ࡉࡸ

のᐇ態をゎ明するࡇとࡲࡣすࡲす㔜要なㄢ

題になࡗているࠋ 
 
㹅．研究Ⓨ表 
１．論ᩥⓎ表 
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